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 要 旨   

 

目的：アルコール依存症への移行期に起こる神経順応は完全には解明されていないが、アルコー

ル使用初期に活性化される中脳辺縁系報酬回路による脳ストレス回路の漸増が含まれると考え

られる。ここでは、急性アルコール強化の媒介に重要な腹側被蓋野（VTA）から、アルコール依存

に関連する陰性感情や飲酒のエスカレートに重要な扁桃体中心核（CeA）へのドパミン系および

非ドパミン系投射に注目した。 

 

方法：CeA が主に外側 VTA からドーパミン神経系と非ドーパミン神経系の両方の投射ニューロン

から入力を受けていることを明らかにするため、マウスとラットを用いた逆行性・前行性トレー

ス、解剖学的、電気生理学的実験を行った。また、スライス標本を用いた電気生理学的手法と fos

免疫組織化学染色法を用いて、VTA の CeA 投射ニューロンの活動と活性化プロファイルに対する

アルコール依存の影響を検証した。 

 

結果：アルコールへの依存は中脳の扁桃体中心核への投射を活性化することが示された。 

 

結論：VTA からの投射がアルコール依存への移行期に CeA における可塑性を誘発し、この回路が

アルコール依存に伴う行動制御困難に関与している可能性が示唆された。 

 

 


